
主催：兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館・東京⼤学総合研究博物館

協⼒：エチオピア⽂化観光省⽂化遺産調査保全庁、

   コンソ古⼈類調査隊、ゴナ古⼈類調査隊、ミドルアワッシュ調査隊

The Oldest Stone Tools and Handaxes 
         the Dawn of Design

兵 庫 県 ⽴ ⼈ と ⾃ 然 の 博 物 館  開 館 25 周 年 記 念

国際共同特別展⽰・研究成果報告展

最古の⽯器とハンドアックス
 デザインの始まり

2018年

2⽉11⽇�(⽇・祝)

������〜�4⽉22⽇�(⽇)
会場�/�⼈と⾃然の博物館
  4階�ひとはくサロン
休館⽇�/�⽉曜⽇ ����ただし、
  2⽉12⽇（⽉）は開館
  2⽉13⽇（⽕）は閉館
  4⽉���2⽇（⽉）は開館
観覧時間�/�10時〜17時
  （⼊館は16時30分まで）
本展観覧料�/��無 料
  （別途、常設展の

��観覧料が必要です）

KGA6-A1 O3
175万年前のクリ―バー
エチオピア、コンソ出土
Cleaver
1.75 million years ago,
Konso, Ethiopia

KGA6-A1 O96
175万年前のピック
エチオピア、コンソ出土
Unifacial trihedral pick
1.75 million years ago,
Konso, Ethiopia

Handaxe
Cleaver
Chopper
Flake
Pick



お申し込み方法
Webページの入力フォーム、もしくはE-mail、FAX、はがきのいずれかで、

受講希望者全員の氏名、年齢、住所、電話・FAX番号・E-mailアドレスを

明記のうえ、下記までお申し込みください。

セミナー番号は R-01 となります。

申し込み・問い合わせ
〒669-1546 　三田市弥生が丘6丁目

兵庫県立 人と自然の博物館　　生涯学習課セミナー係

電話  ：079-559-2003 (９:00~17:00 月曜休館)

FAX　 : 079-559-2033

E-mail：seminar@hitohaku.jp

※ 準備の都合上、３月25日（日）までにお申し込みください。
※メールで応募される場合は、上記の内容を入力し、左のアドレスまでご送信ください。

※提供頂いた個人情報は、今回の案内及び実施以外には使用しません。

②年齢 / 学年

FAX用 申し込み記入欄

①氏名（参加者全員）

④電話・FAX・E-mailアドレス

③住所 〒
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会場会場 兵庫県立人と自然の博物館　4階大セミナー室

ＪＲ宝塚線「三田駅」から神戸電鉄に乗り換え、
　　　　　　　　　　　　 「フラワータウン駅」下車 徒歩約５分

中国自動車道「神戸三田ＩＣ（六甲北有料道路終点）」から約10分

※ 博物館の乗用車専用駐車場はありません。近隣有料駐車場をご利用ください。

普及講演会 「エチオピア大地溝帯で初期人類の進化と石器技術の発展を探る」

加藤茂弘（カトウ　シゲヒロ）

兵庫県立人と自然の博物館・主任研究員

岐阜県出身、東京大学大学院博士後期課程単位

取得後退学、理学修士

　火山灰を用いて化石などの編年を行う火山灰

編年学が専門。1994年からエチオピアのコンソ

遺跡やチョローラ遺跡の調査に参加している。

諏訪　元（スワ　ゲン）

東京大学総合研究博物館教授 / 館長

東京都出身、東京大学大学院博士後期課程単位取

得後退学、カリフォルニア大学バークレー校PhD

　1980年代以来、エチオピアを中心に化石記録に

基づく人類進化の研究に従事。ラミダス猿人の発

見と発表、コンソの古人類と旧石器の研究、チョ

ローラピテクスの発見と命名等を進めてきた。

佐野勝宏（サノ　カツヒロ）

早稲田大学高等研究所・准教授

新潟県出身、ドイツ・ケルン大学先史原

史学研究所修了、PhD

　先史時代の石器の製作使用体系の発達

史に関して研究している。主にヨーロッ

パをフィールドとし、2012年からはエチ

オピアの人類考古学調査に参加している。

２０１８年４月８日（日） 
　13：30～14：30　

　　　　　　　　　　　諏訪　元（東京大学総合研究博物館教授 / 館長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（休憩　10分）

　14：40～15：40　「石器テクノロジーの発達とデザインの変遷」

　　　　　　　　　　　佐野勝宏（早稲田大学高等研究所・准教授）

　15：40～16：00      質疑応答

　　　　　　　　　　

「エチオピアにおける古人類学調査、長期研究をふり返る」

司会進行　加藤茂弘（兵庫県立人と自然の博物館・主任研究員）
出アフリカをはたした

ホモ・サピエンスの石器

エチオピア石器展示ー西日本では最初で最後！　石器の原標本を公開

ギャラリートーク
by 加藤茂弘

調査研究に実際に携わった

研究者が、エチオピアでの

人類進化と石器技術の進歩

に関する研究の面白さや、

野外調査の苦労やエピソー

ドを語ります。

日程：下記の3回

　2018年2月25日（日）

　　　　3月25日（日）

　　　　4月22日（日）

時間：13：00～13：30

※ 開始5分前までに4階ひとはく

　 サロン展示コーナーにお集ま

　 りください。

エチオピア、コンソ遺跡出土の約175万～125万年前のアシュール型石器（実物）

ホモ・エレクトス　Homo erectus
エチオピア、ダカ遺跡出土ダカ人頭骨
（写真は実物で、レプリカを展示）

アフリカ、とりわけエチオピアは、人類起源期から人類進化の各段階の、世界を代表する化石

記録を産出しています。本展示では、日本とエチオピアの研究者の1980年代以来の長年にわたる

共同研究の成果に基づき、ホモ属の系統が出現した250万年前ごろからホモ・サピエンスの出現

までの人類進化の道筋と石器テクノロジーの発展について紹介します。　　　　　　　　　　   

〒669-1546

三田市弥生が丘6丁目

TEL:079-559-2003

開館時間:10時～17時
　　　（入館は16時30分まで）

休  館  日: 月曜日
　　　（祝日、休日の場合は翌日）

参加費

無料

事前

申込

中学生

以上

定員

70名

申込多数の

場合は抽選




